
3　2016年（平成 28年）3月 27日日

4月1日から、平成28年度の固定資
産税帳簿の縦覧・閲覧ができます

平成28年度後期高齢者医療
保険料は7月中旬ごろに決定

▼年金からの天引きにより保険料を納めてい
る人（特別徴収）の納付月　

⇒4月・6月・8月・10月・12月・平成29年2
月の全6回

　4月・6月・8月の納付分は、平成26年中の
所得で仮算定しています。各回の金額は、平
成27年度第6期（2月）徴収額と同じです。
　なお、10月・12月・平成29年2月の納付分
は、平成27年中の所得で本算定します。7月に
決定する28年度の保険料から、納付済である
3回分の保険料を差し引いた額を、10月・12
月・平成29年2月に天引きします。

▼口座振替や納付書により保険料を納めてい
る人（普通徴収）の納付月 

⇒7月から平成29年3月までの各月全9回
　7月からの納付となり、4月から6月までの保
険料の納付はありません。
※平成28年2月か3月に後期高齢者医療制度に
加入の人は、加入から2カ月後にお届けする
納付書で納付してください。

※これまで国民健康保険税を口座振替で納め
ていた人も、再度お申込みいただく必要が
あります。

 保険年金室　  63‐7105

税目
納税月

市・県民税

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税

平成29年

（普通徴収分） （普通徴収分）

1
期
納期限
6月30日木

2
期
納期限
8月31日水

3
期
納期限
10月31日月

4
期
納期限
1月31日火

1
期
納期限
5月2日月

全
期
納期限
5月31日火

2
期
納期限
8月1日月

3
期
納期限
12月26日月

4
期
納期限
2月28日火

2
期
納期限
8月31日水

1
期
納期限
8月1日月

3
期
納期限
9月30日金

4
期
納期限
10月31日月

5
期
納期限
11月30日水

6
期
納期限
12月26日月

7
期
納期限
1月31日火

8
期
納期限
2月28日火

9
期
納期限
3月31日金

★ ★

★12月の納期限は26日
　ですのでご注意ください。

平成 28年度 市税ごよみ
 収納室　 63‐7439

◎便利な口座振替もご利用ください◎便利な口座振替もご利用ください
市内金融機関・郵便局または、市役所1階収納室でお申し込みください。市内金融機関・郵便局または、市役所1階収納室でお申し込みください。
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（注意）給与や年金からの天引きの人（特別徴収）は、これによらず天引き（注意）給与や年金からの天引きの人（特別徴収）は、これによらず天引きによるによる納付となります。納付となります。

平成28年度職員採用候補者試験の
日程について

　平成28年度職員採用候補者試験は、下記の日程で実施します。
　なお、募集職種、受験資格、採用予定人数、試験内容などの
詳細は、決まり次第、広報なばりや市ホームページでお知らせ
します。

平成 28年度職員採用候補者試験日程表

◎試験日程は、今後変更する場合があります。また、職種によ
っては、実施しない場合もありますのでご注意ください。

 職員試験委員会事務局（人事研修室内）　  63‐7315

職　種 募集期間
一般事務職
（上級・中級）

5月30日～
6月24日

8月中旬～
下旬

9月中旬～
下旬

10月上旬7月24日日技術職
（上級・中級）

一般事務職
（初級） 7月25日～

8月19日
10月中旬
～下旬

11月中旬
～下旬

12月上旬9月18日日
専門職
（消防職など）

1次試験 2次試験 3次試験 合格発表

専門職
（保健師など）

介護職員（必要な資格／時給）　▼無資格の人／時給1,060円～
▼介護職員初任者研修（旧ヘルパー2級）／時給1,100円～　
▼介護福祉士／時給1,120円～

事務補助職員（送迎、軽修繕など）／時給800円～
採用人数　若干名　※雇用保険・健康保険などの各種保険制度あり
◎応募方法など詳しくは、問い合わせ先へ

 介護老人保健施設 ゆりの里　  61‐1155

介護老人保健施設 ゆりの里
介護職員、事務補助職員の募集

三重県広報紙「県政だより 
みえ」が変わります

　４月から「県政だより みえ」は、特集など
の政策情報はタブロイド判（新聞の半分の大
きさ）で、イベントやお知らせなどの暮らし
に役立つ情報は三重テレビ（７ch）のデータ
放送でお届けします。
　タブロイド判「県政だより みえ」は毎月第１
日曜日に新聞に折り込んでお届けするほか、公共
施設および民間施設への配置を継続します。

 三重県戦略企画部広聴広報課
   059‐224‐2788

4 月発行分から「広報なばり」
の発行日が変わります

　4月発行分から「広報なばり」は、発行日を
毎月10日、25日に固定し、発行します。
　配布方法は、ポスティングにより市民の皆
さんのお手元にお届けしま
す（配布開始は、発行日前
の4～5日前から順次配布。
配布についてのお問い合わ
せは、名張市シルバー人材
センター（  63‐6800 )
へお願いします。

 広報対話室　  63‐7402
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■ 固定資産税縦覧帳簿の縦覧
縦覧期間　4月1日金～5月2日月　
　※平日の午前8時30分～午後5時15分
縦覧できる人　名張市固定資産税の納税義務
者、または代理人・同居家族　　

手数料　無料
■ 固定資産税閲覧台帳の閲覧
閲覧期間　4月1日金～5月2日月　
　※平日の午前8時30分～午後5時15分
閲覧できる人　名張市固定資産税の納税義務
者、または代理人、同居家族、借地・借家人
（確認のため、賃貸借契約書の書類が必要）

手数料　無料　※名
な よ せ

寄帳は1件300円
◎市役所1階課税室で縦覧･閲覧できます。
◎いずれも、本人確認できるもの（納税通知
書、免許証など）を持参してください。代
理人の場合は委任状が必要です（法人の場
合は委任状に社印の押印が必要）。

 課税室（資産税担当）  63‐7437

 課税室（資産税担当）  63‐7437

平成28年度から固定資産税の税率
が1.7％になります（独自課税とし
て5年間、0.3％上乗せ）。


